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〔研究ノート〕
出稼山村の経済構造（上）
—兵庫県美方郡湿泉町における実態―
生 田 靖
はしがき
現在のわが国の農業，農村，農民はほげしい変化，矛盾の波に洗われてい
る。というよりも，相も変らずここ10年，疾風怒濤のなかで苦悶を続けなが
ら，ますますきびしく，悪い環境，条件の下におかれつつある，といえよう
か。最近，世間の注目を集めている過剰古米とそれをめぐる食糧管理制度の
問題，野菜，肉類など生鮮食料品の価格高騰の問題，新都市計画法にもとず
く農地への線引き問題，などなど，実ほこの一端を如実に示したものにほか
ならない。
そのような農業，農村，農民の矛盾をめぐる大きな問題の一つに，いわゆ
る過疎問題がある。高度経済成長政策のひずみとして過疎問題が発生し，す
でに久しく種々の側面からのアプローチも行われてきている。大きく視点を
集約すれば，若年労働力の流出を中心とする労働力問題と，それらの種々な
要因が結果となってあらわれている農村コミュニティの崩壊問題にわけられ
るであろう。
さて，さきの労働力問題は，これを詳しく細分し分析検討をすすめていく
と，さらに種々の課題にぶつかることとなる。例えば新規学卒者の離村就職
問題，後継者問題，農業労働力の婦女子化・老齢化問題，冬期男子労働力の
出稼問題そうして出稼の家庭生活への波及問題，などなどである。
以下でとりあげる出稼山村の実態調査とその課題は，大きく山村の労働力
問題という視点に依りつつ，明治以降次第に常習化してきた，男子労働力の
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出稼山村をとりあげ，この出稼と住民の農業生産，生活との関係，もっと広
くいえば，出稼労働力と住民の経済構造とがいかなる結びつきをもち，また
いかなる問題点を包含しているかを検討することにある。
実態調査の対象とした山村は但馬杜氏として酒造出稼労働力形態で有名な，
（注）
しかも湯村温泉郷としても有名な兵庫県美方郡温泉町である。
1. 自然的条件
兵庫県美方郡温泉町は兵庫県の最西北部，旧但馬地方の西部に位置する。
この町の東は美方郡村岡町．西は鳥取県の県境に，南は美方郡美方町に，北
は美方郡浜坂町に接する。町の位置は東経134度29分，北緯35度38分にあり．
東西 12.5km,南北 18.2km,その面積は138.15km2,兵庫県内の町村では
有数の面積を占める山村である。
町の背後では．南部から北部に向けて中国山脈が従断し．この山脈の最高
峰，氷の山（1,510m)に連なり，町の南部山岳部の標高は 1,000m以上に連
なる。また町の中央には日本海に注ぐ本流，岸田川とその主な支流である熊
谷川．春来川，照来川の四河川が南北に貫流している。このような町の山岳
部と河川にそった流域の谷間をぬって，区画の狭い．やや段階状になった耕
地がつらなり，しばらく耕地のまとまりのみえるところに，町の集落が形成
されている。したがって複雑な地形に組み合わされた集落の数は大小合わせ
て32を数える。
山岳部が四本の河川で区切られ，集落が点在する山村特有の形態をとるこ
の町ほ，その面積の83％が山林原野でおおわれている。耕地はわずかに 6%
を占めるにすぎない。気象条件ほ，当然裏日本特有の多雨，多湿の積雪，寒
冷地帯で，いわゆる日本海型を示す。雨量は降水日数151日（月平均12.5日）．
（注） この調査は山村振興調査会の委しょくにより，京都大学農学部半田良ー教授
（総括および観光開発担当），島根大学農学部佐原甲吉助教授（林業問題担当）京都
府立大学家政学部向井利栄助手（生活問題担当）および筆者（農業，所得，労働力
問題担当）の4名が調査を担当した。なお，聞取り実態調査については，生田ゼミ
三回生の諸君に参加協力してもらった。
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降水量は例年1,585mmに達する（月平均132mm)。冬期の積雪は初雪11月
25日にはじまり， 3月末まで根雪が残り，根雪期間は 100日以上に亙るのが
通例となっている。しかもこの間，最高積雪量は 1.8m,年によっては 2m
を越すこともある。したがって気温も寒<-12.5~-6度に達するという。
この町のおかれているこのようなきびしい自然条件はあとでものべるごとく，
住民の生産や生活に大きく影響を与え，制限条件をなしているのである。
2.社会経済的条件
この温泉町は昭和29年10月1日，町村合併法にもとずいて，旧温泉町，旧
照来村，旧八田村の 3ケ町村が合併して成立したものである。現在（昭和45
年10月1日の国勢調査による）町人口は10,094人，合併当時の人口は12,117
人であったから，この15年間に2,023人の減少を示している。もっともこの
人口の減少傾向は，町内の地域条件によってかなりの格差がみられ，例えば
旧町村別にみれば，温泉地区12.4%，照来地区13.9％八田地区26.8％となる。
自然条件，道路交通条件，農業経営条件（後述参照）の劣悪な地域ほど人口
流出率の高いことを如実に示しているのである。
また，あとでもふれるごとも出稼山村としての人口減少率はきわめて高
もとくに，新規学卒者（中卒・高卒者）は，ほとんど町に残らず，就職離
村してしまっているのである。このため，町人口の老齢化現象はすすみ，加
えて町内産業における労働力の不足，労働力の質の劣悪化現象がつよくあら
われつつある。これら若年労働力の流出の積み重ねの一つの結果として，こ
こ数年挙家離村が連続的に現出し，人口的にまず過疎化地帯としての問題を
はらみつつある。
これには先に示したこの町の自然的条件とともに，それに規定された経済
的条件に起因するところが大きい。町内には湯地区の温泉源を中心とした観
光施設以外に，これといった大企業の工場もなく， 2，3の零細農村工業が
あるにすぎない。したがって，麗用吸収力をもつ産業は，主として農業のみ
である（後述参照）。 しかしその農業も経営規模は零細であり（温泉地区は
平均31a,八田地区は平均47a)，耕地は町の山腹に段階状に位置し， しかも
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これらの水田ほ半湿田が多く，農地としての基盤整備はほとんどなされてい
ない。このような農業立地条件のため，農作業効率も悪く，土地生産性，労
働生産性ともに低位にとどまり，高い農業所得を形成しうる条件ほ欠如して
いる。したがって，この町の主要な産業である農業に従事する農民，農家の
生活主体ほ，むしろ「出稼」あるいほ他の「兼業」におかれているのである。
なお，さらにつけ加えるべきこの町の社会経済的条件として林業の問題と
医療の問題がある。この町ほ，山林原野が94％を占めしかも林野はそのうち
の80％余であるから，本来林業ほ町産業に重要なウェートをもつものと考
えられる。しかしながら，山林面積 (9,536ha)のうちの人工林面積ほ，
2, 556haにすぎず人工林率は26.8％という低率にとどまり，町内所得形成
における林業のウェートは必ずしも高くない。しかも，これらの林野のうち
で，条件のよいところほ入会林によって占められ，とくに個人林業経営と結
びつくべき条件におかれていないのである。
医療機関についてほ，町内の温泉地区に開業医 3 （歯科医 1を含む）整形
外科病院1,照来地区には開業医 1,診療所 1（ここでいう診療所はへき地
診療所で週 3回開設するもの）八田地区に診療所2といった具合で，一応山
村としてほ恵まれた条件にあるといえよう。しかし，町全体がこれらの医療
機関の恩恵に浴しているわけではなく，もよりの医療機関まで10km以上，
時間にして約 2時間程度を必要とする，いわゆるへき地無医地区にほ，熊谷，
伊角，檜尾部落があり，合せて住民 639人が，医療機関から見はなされた状
態におかれていることをつけ加えておこう。
3. 町産業の概観
ィ．産業別構成
一般にわが国の平均的な山村においてほ，その山村の産業の実態をみると
き，農業か林業のどちらかが主体となっている。あるいは農業と林業のバラ
ンス上におかれていることも多い。これが自然的，歴史的，社会経済的条件
が生みだしたわが国山村の一般型である。この温泉町の場合ももちろんその
例外ではありえない。ただこの温泉町の場合，自然的条件と歴史的条件とに
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よって規定されたと考えてよい特異性＿一般的山村と若千の相違をみせる
特異性一ーが存在する。一つは，この町の中心部に湯 (427戸）という良質
の（温度97度）温泉資源をもつ部落が存在していることである。これは町の
産業に一般山村の農業というものに加えて温泉観光というサービス産業の要
素を付加するものとなっている。二つは主として町内の農家において，冬期
酒造出稼形態が明治期以降一般化し，これが一つの雇用吸収形態として，農
家の生活の支柱として，きわめて重要な位置を占めていることである。とく
にこの二つのこの町の特異性のうち，出稼労働力の問題については，のちほ
どやや詳しく分析，検討を加えたい。
さて，以上，二つの特異性を念頭におきつつ，この町の産業構造の現状を
おおまかな町の産業構成の視点において把握することからはじめよう。以下
産業別構成を①産業別就業者数の構成，R産業別生産額（出荷額をも含む）
の構成，⑧産業別就業者の分配所得の構成という三つの側か面らアプローチ
し，それをそれぞれ統計的に把握する。 （なお，Rの産業別生産額について
ほ，第 3次産業の生産額を正確にあきらかにする統計資料をもたないので，
第1，第2次産業のみを示す）。
A.産業別就業者数の構成
町の総就業者数は約6千人弱である。町役場の昭和45年度の実態調査によ
第1表就業者構成
種 類 人数
総就業者数 5,852人
第一次産業 3,847 
第二次産業 730 
第三次産業 1,切＇2
※ 町役場調査による。
ている。
割合
100.0% 
65.7 
12.5 
21. 8 
れば第1表にもみられるごとく，
総就業人口は 5,852人である。町
総人口10,094人に対して，就業率
は60％弱となる。就学者をも含め
た町内15オ以上の生産年齢人口は
7,359人であり， この面でみた就
業率は約80％ときわめて高くなっ
6千人弱の産業就業者のうち第 1次産業就業者は 3,849人（総就業者全体
の65.7%），第2次産業就業者数は730人（同12.5%），第 3次産業者数は1,273
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人（同21.8%）となる。第 1次産業就業者が全体の65％強を占めて圧倒的に
多い。町全体をみて，農業林業を主体とする農林家によって占められる山村
としての特徴が，この就業人口構成比にはっきりあらわれているといえよう。
とくに湿泉地区→照来地区→八田地区と山村的色彩のつよくなるほど第 1次
産業のウェートが高くなることに注目したい。
この 4千人弱の第 1次産業就業者数の中には農業経営と林業経営との両者
への就業者を含んでいる。しかしこの町の場合，のち程またあきらかにする
ごとく，危大な山林原野の存在に比して，林業の発展はとぽしく，町内での
専業的林業経営や自営的林業の経営的発展はほとんどみるべきものはない。
したがって専業的林業経営は存在せず，それにともなう専業的林業労働者も
あまり多くはない。 （町役場の推計によれば専業的林業労働者は主として 2,
3の民間木材業者や営林署に雇用されており約70人程度を数えるにすぎな
い）。 林業がこのような状態にあることから，上記の第 1次産業就業者の大
部分は，自家農業経営従事者と考えてよい。
ただ，ここで以下の点に若干の注意をむけられたい。すなわち，第1次産
業就業者＝自家農業経営従事者の中には，さきにも指摘した出稼労働者一一—
冬期間農家世帯の中から主として酒造出稼にでる労働カー~が包含されてい
る点である。あとでも詳しく検討するごとく，この町の出稼労働力は農家の
男子主幹労働力が11月から 4月までの約6ヶ月間出稼形態をとって，町から
家から離れることによって形成されている。したがってこのような労働力を
農業従事労働力という側面からみれば，極端にいえば 5月から11月までの，
いわゆる夏期の水稲生産労働力のみである，といっても過言ではない。水稲
以外の農業労働力は主として農家の老齢者，婦女子労働力によってまかなわ
れているのである。
つぎに第 2次産業就業者の内容にふれておこう。この町の場合も，他の全
国の一般的な山村の例にもれず，いわゆる製造業を主体とする第2次産業は，
ごく最近まで山村＝木材＝木材関連工業に限定されていた。その他には第 2
次産業としてみるべきものは存在しなかった。しかも林業自体必ずしも隆盛
というべき条件におかれていなかったので，木材関連産業へ従事する機会も
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かぎられ，その他には公共事業としての土木や建設事業という日雇労働ぐら
いであった。ところが昭和40年代に入ってから事態は大きく変化することと
なる。全国的な傾向において，大企業の下請関連企業あるいは中小企業の再
下請零細工湯がいわゆる農村家内工業という形態をとって農村部に進出する
こととなった。この進出ほとくに過疎化のすすむ農村部をねらい打ちするか
のごとき様相を呈してはじめられた。この町にも，その波及効果が昭和40年
代に入るとはっきりあらわれるのである。業種は限定されなかったが，主と
して金属部品の下請再加工（ボンプ，バルプ部品など），電気機器部品の組立
て（コイルなど）の零細製造工場と，下着加工を中心とする縫製，織物など
の零細工場がつぎつぎ導入，設立された。昭和44年度末現在で，これらのい
わゆる零細，下請，加工工場が合せて 6工場進出している（第2表）。これら
第 2表進出企業の状況 (40年以降）
進出年次 I 会 社 名 業種・製品 従業員
昭和40年 T 製作所 金属部品（匹孟ご） 28人
II 42 Kニット KK 織物・毛糸
T 工場 13人
H 工場 28人
k 工場 14人
II 43 縫製工場 衣料縫製 14人
/ 44 N 製作所 電気部品（コイルなど） 28人
※ 役場調ぺによる
工場が雇用する労働力は，工場規模によって小は13人から大は30人程度まで，
そのほとんどが主として農家の主婦を中心とした婦女子労働力を吸収し稼動
している状態である。このように零細な再下請専門の工場のため，雇用吸収
力は小さく，したがってその生産額も零細である。この町の第2次産業のエ
業出荷額は第 3表にもみられるごとく，一応2億円をこえてほいるがその約
半分を占めるのが木材関係の出荷であり，いわばその他にはいまだ見るべき
ものは存在していないといってよいであろう。
最後に，この町の第 3次産業の中味である。この第 3次産業部門ほ，既述
のごとき町の中心部の湯の温泉資源を基盤として成り立っている旅館，土産
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第3表工業の現状
(25) 25 
業 種 別 工場・数 従業員数 出荷額
＇ 
金 属製造 1 28人 6,015万円
木 材 業 2 130 6,500 
食料品製造 8 40 877 
そ の 他 495 1,400 1,758 
金属 製造
八
田 木 材 業 2 30 3,500 
農 食料品製造 4 12 130 
そ の 他 94 198 1,130 
照 ホ 地 区 36 276 1,841 
A ロ 計 642 2,117 21,755 
町工業統計調査による（従業員数は臨時雇用者をも含む）
物商店，飲食店などが一方にあり，他方に冬期のスキー客のための民宿，役
場，県出先機関などの官公庁，農協，銀行などがある。とくに前者の：：：湯村
温泉:::.を主軸としたサービス関連業がかなりのウェートを占めている。
B.産業別生産額構成
第一次産業の総生産額の内訳は第4表のとおりである。第 1次産業では，
第4表農林産物生産額 農業生産が主体を占め農産物が約 7億 7
種 目 生産額
千 9百万円，林産物が約 5千 7百万円，
穀 類 390,672千円
合計 8億 3千 8百余万円となっている。
野 菜 11,700 第 2次産業についてほ，その生産額を
果 樹 類 53,520 ずばり正確に把握しうる統計は存在しな
特用作物 83,476 
い。一応，その生産額を出荷額としてと
畜 産 物 224,836 
養 蚕 14,801 らえるとすれば，さきの第 3表のとおり
林 産 物 56,678 2億 1千 7百余万円である。ただ，この
A ロ 計 838,683 
表に含まれている木材業の出荷額につい
※ 町役場資料による
てほ，ここの第 4表で示されている林産
物の素材生産額を含んでいるため（素材生産額は約5千 5百万円である）こ
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の二重計算部分を差し引くと，第2次産業の総出荷額は1償5千万円程度と
考えられる。
C.産業別生産所得推計構成
最後に，以上で統計的にみてきた産業別構成の分析を補完する意味も含め
て，町役場の推計による生産所得
推計値をかかげておこう。第5表
のとおりである（昭和44年度）。給
与所得は主として町内第 3次産業
従事者の所得であり，営業所得は，
これも主として第 3次産業に区分
されうるものである。したがって，
ここにかかげられた統計数値をみ
れば，この町の産業的特徴が，所
得構成においてもあきらかになる
ごとくである。
さて，以上この町の産業別構成
の現状を示す3つの統計にもとず
いて，更にわれわれは推計を続けておこう。おおまかな推計を重ねれば，っ
ぎのような結論を導きうるであろう。
①．町内の農業生産にもとずく農業所得は約4億円に達すると推定されうる。
② 町内の山村を利用した主として素材生産による林業関連所得（林業営業
所得と林業賃労働所得）は約 1億円と推定されうる。
⑧ 林業関連所得を除外した建設，製造などの第2次産業による所得は約2
億円と推定されうる。
④ 温泉資源に依拠するいわゆるサービス業関連所得と卸小売業関連所得ほ
（従業員の給与所得をも含めて）は約 4億円に達する。
⑥ 農家の半年にわたる出稼所得は約 3億円に達する。しかもこれに加えて，
その失業保険金は約 1億円，合計すれば約4億円と推定されうる。
第 5表 生産所得推計
種 目
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597,180 
749,000 
32,223 
241,121 
12,479 
2,720 
138,054 
63,563 
24,306 
37,221 
金
合 計 1,656,746 
※ 町役場資料による
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以上の推計結果によれば，この町の産業＝住民の所得獲得の場は，農業と
温泉サービス業と出稼との 3本柱に支えられ，この 3本柱に他の所得源を組
み合わせつつ，これらのバランスの上に住民の生活が成り立ち，継続されて
いることがあきらかとなるであろう。
ロ．人口動態
以上みてきたごとき，自然的，社会経済的諸条件に規定された，山村とし
ての特殊条件，とくに雇用吸収力が低く，かつ所得形成力の弱い零細農業と
サービス業を主とする第 3次産業に依拠する条件のもとでは，当然人口は流
出，減少していくこととなる。第6表にもみられるごとく，この10年間に，
第 6表年令階属別人口動態 （単位：人）
※ 昭和35.40年は国勢調査， 45年は住民登録による
約2,000人，全体の20％近い人口が減少した。
この減少にはつぎの三種の要因をあげることができる。①第 1は若年労働
カ＝新規学卒労働力の域外就職＝離村流出である。これについては，あとで
のべる農家労働力の分析を参照されたい。③第2は，町内世帯の挙家離村で
ある。第］表にもみられるごとく，昭和40年以降，この 5ケ年間に町内への
移転1戸を除けば62戸の世帯が県内外のいわゆる域外へ挙家離村したのであ
る。この挙家離村は昭和40年に奥地山村2部落の25戸が町外へ流出したこと
にはじまり，年々あとを断たず続いている。しかし年を経るに従って，やや
落着きをみせ，減少傾向にはある。が状況の変化によってほ，昭和40年の状
況が再現されないともかぎらないのである。⑧第 3は，出生率の低下である。
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I 
町内
県内
県外 18 
合計 26 
人 数 118 
※ 町役場資料による
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第 7表挙家離村の状況
42 43 
3 6 
8 1 
11 7 
45 41 
（戸：人）
44 メロ 計
1 
19 
6 43 
6 63 
32 277 
①にみたごとく新規学卒者は学卒と同時に流出するが，昔のごとく結婚適齢
期にほ帰村して親のあとを継ぐことほもうほとんどない。したがって町内で
結婚適齢期に達する若い層は少くなく結婚数も減少する。その結果は出生率
を低める。第 6表にみられる 0~14オ未満層の大巾な減少はこの出生率の低
下に起因するところも大きいのである。
さて，以上のような全体的な人口流出と出生動向に加えて，町内男子の流
出，傾向がつよかった結果，男女のアンバランスが大きく生じてきた。現在
（昭45年7月1日）男ほ4,849人， 女子は 5,245人と約400人女性人口が多い。
とくに30オ台以上の中高年齢層において女性の人口が多く，これにあとで詳
しく検討する男子の出稼形態が加わって冬期の一時期には，老人の男子の一
昭和45年 7月1日
5腎，
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第 8表部落別農家の状況
総世帯数 農家戸数
戸 戸
82 76 
87 81 
20 20 
18 18 
427 65 
31 19 
133 118 
104 77 
32 25 
82 79 
40 37 ， ， 
86 68 
65 50 
77 55 
16 15 
21 20 
27 20 
66 65 
49 47 
23 23 
43 29 
71 62 
56 49 
18 15 
※ 町役場資料による
(29) 29 
農 家 率
％ 
92.7 
93.0 
100.0 
100.0 
15.2 
61. 3 
88.7 
74.0 
78.~ 
96.3 
92.5 
100.0 
79.0 
76.9 
71.4 
93.8 
95.2 
74.0 
98.5 
96.0 
100.0 
67.5 
87.3 
87.5 
83.3 
部を除けば女子と子供のみの部落が現出するという事態され生れるのである。
このような人口動態から，前図にもみられるごとく人口構成において老齢者
と女子が次第にウェートを大にしつつあり，労働力においても，いわゆる老
齢化と婦女子化をつよめつつあるのである。
30 (30) 出稼山村の経済構造（上） （生田）
4.農業，農家の概観
この町の産業構成の実態を統計的に概観することにおいて，あきらかにさ
れたことは，①一方で第 1次産業としての農業と農業生産，その農業と組み
合わされる農家の出稼所得とが，まず町内の主要な所得源となっていること。
③と同時に他方において温泉資源を中心とする観光サービス業，卸小売など
の商業加うるに公務，金融機関など，いわゆる第 3次産業が同じく町内住民
の労働力の燃焼の場，所得獲得の場として重要な位置を占めていることであ
り，この二点に集約されうるであろう。
この二点を確認した上で，第 1点のこの町の農業の実態について，概観し
（注）
ておこう。
ィ．土地利用の動向
この町の総面積のうちその84％は山林原野でおおわれ，農業用の耕地とし
て利用されている面積はわずかに6％を占めているもすぎない。とくに現在
山村振興の調査，事業実施対象地域として指定を受けている温泉．八田両地
区では，第9表であきらかなごとく，総面積 11,312haのうち農業用耕地は
わずかに 624haにすぎず，農用耕地率は5.5％と下がる。しかも，これらの
農用耕地ほ，ここ10年，年を追うに従って潰廃，縮少する傾向をもち，昭和
35年度に比較すれば 157ha（全体の25%）昭和40年度と比較すれば 20ha（両
者とも昭和45年度）と大巾に潰廃＝減少してしまっているのである。
（注） この町の農家世帯数は1,695戸である。全世帯数が2,332戸であるから， 71.5%
が農家世帯によって占められていることとなる。なお，第 8表をみられたい。温泉
地区と八田地区の各部落別の総戸数，農家戸数．農家割合（農家率）を示したもの
である。これによると，この町の行政的にもまた地域的にも中心地である温泉地区
湯部落を除いた他の部落は，すべて農家が主体であり，農家世帯によって成り立っ
ていることがあきらかとなる。このようなこの町の農家，農業のおかれている実態
からすれば，この町の産業の今後の動向や住民の生活の実態について検討を行う場
合，もっとも重要な視点となるのは，いわばこの町の主要な細胞である農家の実態
を把握することであり農家経済の実態をふまえずには何らの発言をも許されないと
いえるであろう。
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第9表土地利用状況（温泉，八田両地区）
総土地 農 用 地
年次 森林原野その他
面積水田普通畑果樹園茶園桑 園草 地その他
ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha 
昭35年11,312 466.3 158.3 16.8 0.9 30.8 101. 0 1.0 9,747 
1140 II 11,312 454.0 114.0 41.0 23.0 12.0 9,285 448 935 
, 45,, 11,312 407.0 102.0 56.0 49.0 10.0 9,183 353 1,152 
同割合(100.0) (3. 6) (0.9) (0. 5) (0. 4) (0.1) (84. 3) (3. 1) (10. 2) 
増減数 0-59. 3 -56.3 -39.2 -0.9 +8.2 -97.0 -1.0 -564 
※ 町役場資料による
土地利用移動の一般的動向からすれば，この表からも読みとれるごとく，
水田と普通畑が果樹園や桑園に転換される場合や，あるいは林地に還元され
る事例が多い。さらに繁殖牛飼育の縮少とも関連し，町内の草地が極端に減
少してしまったのである。このような町内農用地利用の動向からすれば，土
地利用動向に関して，つぎのような推測ほ決して的をはずれたものではない
であろう。すなわち，農業用耕地に対する施策が現状のまま放置され続ける
とすれば一ーというより，現在の農政が農民棄民，山村放置政策であるかぎ
りというべきであろう—町内の若年労働力の村外就職，流出，農業労働力
の一層の婦女子化老齢化の進行，耕地条件の劣悪性にともなう農業生産の不
利性，それらの結果として当然生れる農業生産意欲の減退などの諸要因が因
となり，果となって，町内全体の，とくに奥地山村の農業用耕地を中心とし
て，さらに一層耕地の荒廃化はすすむであろう，と。
ロ．農家の動向
農家の動向ほ，あとで論ずる農家経済の実態，動向と正確にからみ合わせ
て分析を加えなけれぼ，片手落となる。ここでは統計指標にもとずいて，単．
純に専兼別農家の動向（第10表）と経営耕地面積規模別動向についてのみふ
れておこう。まず農家の専兼別動向をみれぼ，この山村の農家の，この10年
の特徴的な動きが浮彫にされている。まず昭和35年以降40年までの，いわゆ
るわが国経済の高度成長の前半と考えられる時期をみると，①昭和35年当時
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昭35年 (A)
4011 (B) 
4511 (C) 
B-A 
C-B 
C-A 
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第10表専兼別農家の動向
業 第 兼 第 兼
戸 戸 戸
191 917 701 
97 1,114 484 
75 779 728 
-94 +197 -217 
-22 -335 +244 
-116 -138 + 27 
※ 町役場資料により計算
A に 計
戸
1,809 
1,695 
1,602 
- 114 
- 93 
- 207 
この町にも，いまだかなり多数存在していた専業農家は，この時期にその農
業専業のみでは生活を維持しえなくなり，急速に兼業化＝第一種兼業農家へ
と移行していった（専業農家の減少と第一種兼業農家の増加） ②当時の零細
な第二種兼業農家のまた多くが，その盲腸的存在となりつつあった零細農業
経営を切り捨て，離農，脱農していった（第2種兼業農家の減少と総農家戸
数の減少）。
続いて昭和40年代に入り，高度経済成長に若干のかげりがみられるといわ
れる今日までの時期をみれば，この40年代の 5ケ年間は， 30年代後年の 5ケ
年間に比べて，更に農家の一層の兼業化を強い，押し進めつつ，農家自体の
全般的な落層化がはげしく進行した，と考えられる。①この昭和40年代に入
ると，専業農家数にはあまり変化，変動ほみられなかった。これほ， 40年代
に入る前の 5ケ年間に，すでに述べたごとく，中途半端なかたちで存在した
専業農家はほとんど兼業化してしまったこと，したがって40年代に入って専
業農家として残存した農家は，ごく少数のいわゆる真の専業農家というクイ
プと専業農家としてしか残存しえない農家クイプ（老齢労働力世帯あるいは
母子世帯など）のみとなった。③昭和30年代の最後の 5ケ年間に専業農家か
ら第一種兼業農家への移行していった農家は， 40年代にはいると，さらに第
二種兼業農家への転落の歩みを止めなかった。 （第 1種兼業農家のはげしい
減少と第 2種兼業農家の増加）。 ⑧そうして30年代から引き続く零細第二種
兼業農家の離農，脱農はテンボをゆるめながらも，相い変らず進んでいった
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のである（続農家戸数の減少）。
，以上のような，きわめて特徴的な農家の専兼業別動向ほ，つぎの経営耕地
規模別動向とも密接に関連している。第11表はこの動向を示したものである。
第11表経営面積規模別農家の動向
年次 総 数戸・I例定列規戸
0.3ha 0.2~ 0.5~ 0.7~ 1. O~ 1. 5~ a1!20h以a上
未満 0.5ha 0. 7ha 1.0ha 1. 5ha 2.0h 
戸 戸 戸 戸 戸 戸＇戸
昭35年(A)1,809 418 419 454 392 111 15 
114011 (B) 1,695 6 339 351 438 386 167 6 2 
, 4511 (C) 1,602 ， 333 330 396 378 146 ， 1 
、B-A > +6 - 79 -68 -16 - 6 +56 -9 +2 C-B — 3 - 6 -21 -42 - 8 -21 +3 -1 
C-A — +9 -85 -89 -58 -14 +33.5 -6 +1 
※ 町役場資料より計算
昭和35年～40年に至る 5ケ年間の農家の階層別移動動向の特徴としては，①
1. Oha~l. 5ha階層が増加していることである。これは， これより上層に属
していた専業農家が第 1種兼業農家への移行＝経営耕地規模の縮少と当時の
0. 7~1. Oha層の農家が挙家離村する農家や経営を縮少する農家などの耕地
を積極的に集中した結果であろう。③さらに， 0.3ha以下層あるいはそれに
加えて 0.3ha~O. 5ha層という零細経営層農家の急速な減少がみられる。こ
れほ，さきにみた零細第2種兼業農家の離農，脱農を表現するものに外なら
ない。かくして昭和40年以降になると0.5ha~l. Ohaあるいは1.0ha~l.5ha
という，この町では中間階層とみられる。農家層が減少していく。これは，
①昭和30年代の最後に第1種兼業農家に移行したものが，さらに第2種兼業
農家への移行＝経営耕地規模の一層の縮少傾向を示すと同時に，③第2種兼
業農家の離脱農の一層の進展を示すものといえよう。
さて，昭和35年以降， 30年代の後半の 5ケ年間と， 40年代に入ってからの
5ケ年間，合わせてこの10年間に，以上にみたごとき農家の専兼業別動向と
階層別移動の結果，大体，今日では，つぎの 4つのクイプの農家群が存在し，
区分しうる結果がもたらされた。
A クイプ＝真の専業農家群
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経営耕地面積規模は大略1.5ha以上，水稲作を中心に多角的農業経営を営
む専業農家
B クイプ＝やむをえざる専業農家群
若年あるいは中堅労働力が農外，町外に流出してしまい，残った老齢労働
カ（あるいは舟子）のみによる専業農家
C クイプ＝出稼兼業第一種兼業農家群
ある程度の農業経営規模と経営内容をもってはいるが，農業のみでは生活
を維持できず，この農業経営と出稼労働（ごく一部には不安定的日雇労
働）とを合わせて，農家生活を維持，継続する第一種兼業農家
D タイプ＝安定的第二種兼業農家群
第12表 中卒者の進路別状況
進路別 人 数
進 男 110人
女 82 
学 計 192 
就 男 19 
女 28 
職 計 47 
訓 男 4 
練 女
所 計 4 
家 男 5 
女 2 
事 計 7 
そ 男 2 
の 女 2 
他 計 4 
卒 男 140 
女 114 
業 計 254 
※ 職安調べ
一部の出稼労働を含めた町内外の安定
的兼業がむしろ農家の家族労働力の主
体をなし，兼業所得によって生活を維
持し，農業経営は，補完的意味したも
たない第二種兼業農家
ハ．農家労働力の動向
最後に農家の労働力の動向にふれてお
こう。農家の農業経営に従事する労働力
をみると，とくにここ10年来，新規学卒
者を含む若年労働力の流出が一層進行し，
また男子主幹労働力の兼業化あるいほ兼
業の強化（出稼労働の強化，恒常的な兼
業化などを含めて）も進展したので，し
たがって一般的には農業従事労働力の賃
的劣悪化傾向はますます強められた。
まず若年労働力の最近の流出傾向にふ
れておこう。町内の新規学卒者は，例年
大体中学卒業者で約250人前後，高等学
i 中
昭43年
総 数 200 
域内就学者 8 
うち牒業へ 4 
域者県内 34 
i 県外 33 計 67 
I 1 進学者 121 
留村率（％） (4. 00) 
※ 町役場資料による
出稼山村の経済構造（上） （生田）
第13表新規卒業者の就識状況
学 校 高
44年 45年 昭43年
人 人 人
192 180 101 
6 2 17 
4 1 4 
37 33 20 
20 27 42 
57 60 62 
125 117 18 
(3. 13) (1. 11) (16.83) 
(35) 35 
等 学 校
44年 45年
人 人 人
146 117 
17 7 
2 1 
28 20 
67 49 
95 69 
32 39 
(11. 64) (5. 98) 
校卒業者で150人前後，合計400人前後の卒業者をだしている。この新規学卒
者のうち中学卒業者の進学就職状況を示したのが第12表（昭和45年度卒業者）
であり，温泉，八田両地区の中学卒業者の状況をこの両 3年の動向において
みたのが第13表である。大まかにいえば中卒者約 100人，高卒者約 100人合
わせて約 200人前後が，例年新しい職場を求めて新規労慟力化していってい
ることとなる。
新規労働力化する 200人の就職先ほ，残念ながら「域外」に属し，いわば
自宅からは通勤就業が困難な，不可能な-ということほ，自宅より通勤可
能な範囲内にほ，新規学卒者にとって，適当な，有利な就業先を見つけるこ
とが不可能なのである一就業先に就職してしまうのである。したがって，
自宅から通勤可能な「域内」への就職者は，ここ数年，中卒者で10人以内，
高卒者で20人以内，とごく少数のものに限ぎられてきている。
加えて，家事をも含めた自家農業への就業者はさらに限定されてしまって
いる。中卒者でみると昭和43年が 4人， 44年が 4人， 45年はわずかに 1人の
み，高卒者では43年が 4人， 44年が 2人， 45年は 2人と少くなっている。
ところが，以上にみたごとく若年労働力の流出が行われ，自家農業への就
業者が極端に少くなっているにもかかわらず，ごく最近までは，農業労働力
自体の深刻な不足とか劣悪化とかいったことが話題になり，肌に感ぜられる
36 (36) 出稼山村の経済構造（上） （生田）
には至らなかった。なぜか。それは①新規学卒者の域外流出農家世帯におい
ては，いまだ両親が40~50代を中心に健在であり，且つ農業経営規模そのも
のがたいして大きくなく， したがって農繁期のごく一時期を除いて農業労働
カのひっ迫を感じさせる程度にまでは至らなかったこと。②最近まで，例え
ば一家の主幹男子労働力が欠如している場合には，その子弟の誰か一人が新
卒後も在宅して通勤兼業と農業とを行ってきたこと。⑧また同じく最近まで
大規模経営専業農家（上述の真の専業農家）では，同じく子弟の誰かが農業
後継者として残存してきたこと，などに起因する。とくに①の事例がきわめ
て多かったといえよう。しかし世代はまわりつつある。もうひとまわり，ぁ
と10年もすれば，現在の健在農業労働力は決定的なリタイヤーの時期を迎え
る。その時この交代劇はいかに行われるであろうか。 （以下次号）
